
※青が裏、橙が表
表に縫いしろが来る 表面が内側に来るよう畳み、

縫い代を閉じ込めるような形で縫う
※縫い代がはみ出ないように縫う

1 2 3

縦半分にカット 本体を縫った時と同じ要領で、
長方形の布になるよう縫い合わせる

1 2

4

裏側、左右二つ折りにして縫う

3

A B

①～④の手順で1枚の布になったら、
AとBを縫い合わせて、輪っかにする5

【本体】

【持ち手】

6
輪になったら裏を表にし、
アイロンでしっかり折り目をつける
※この際、ガタガタの端っこはカットしておく

三角の頂点と底辺の端を
合わせて縫う
※表が内側、裏が表にな
るように縫う

7 表にひっくり返し、表側に一回折る
（上が口、下が底になる）

広げると縫い代が裏に来るので
縫い代を本体に縫い付ける
※縫い付ける向きはそろえる

半分に折り、アイロンで
しっかり折り目をつける

4

【本体と持ち手接続】
本体と、広げた持ち手の表面が
内側になるよう
まち針で留めるか仮縫いする

1 2 3 4口の位置をずらし、持ち手の
反対側も留め、縫い付ける
もう片方の持ち手も同様に縫い合わせる

ひっくり返し、裏を表に。持ち手を折り、
本体の口部分も一緒に内側に折り込む
縫い代が内側になるよう持ち手を縫う

ひっくり返し、表に。持ち手を外に出し、
縫い代を裏側に縫い付ける

5
レジ袋の形になるよう、元手と本体を畳み、
底を縫う（表面を縫う）

※青が裏、橙が表

6
裏にひっくり返し、縫い代が隠れるように縫う
ひっくり返し、完成（マチを縫ってもOK）


